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●合　計　

♠バ　ス　

♣テノール

♥アルト　

♦ソプラノ

　今日の練習

　長井先生の指導を復習
　◎ Ａ (237～330小節）p.9～17

　◎ Ｂ (411～654小節）p.20～33

　－ Ｃ (655～762小節）p.34～43

　－ Ｄ (795～920小節）p.46～58

　12月8日まであと112日

先日の直接指導から…

＠長井先生の指導（7月27日）
その付近の注意…●総合・♦ソプラノ・♥アルト・♣テノール・♠バス
その部分の注意…○総合・♢ソプラノ・♡アルト・♧テノール・♤バス
★…お話

（ほかのパートの注意でも関連があります。全部読んでください。）

　 　

★

【お話し】大揺れに揺れた飛行機できました。なんせ40分ぐらい上で旋回してましてね、地面

すれすれのところまで降りてきたんですけど、またヒーッって上がって（笑）⋯着陸許可が風速超

過で許可が出ないということでね。それを2回試みて、3回目に降りました。40分間雲の中にい

るってのは面白いですね。揺れに揺れて。

⋯いつもよりも僕が伺うのが1か月ぐらい早いですけれども、それには訳がありましてですね、も

う何年になるのかなここに伺うようになって。宿命的にというか運命的に1年に2回しか来られな

い。2回伺うというときにみなさんが100%集まってくださって、2回の稽古がすごく充実して、そ

れが演奏会に反映されるかどうか。ずっと毎年送っていただくビデオで確かめているんですけど

も、結論から申し上げると“ほとんど効果がない”。特に“特に”ドイツ語に関しては全くといっ

ていいほど効果がない。⋯で、これはね、なにものべおか「第九」ばかりじゃなくていろんなとこ

ろで第九を指導させていただく中でね、くせ者は“あえて顔見ないでおこう”「私は第九をもう10

年も歌ってます。だから暗譜はバッチリです。」という人たちなんです。というのは1度、2度、3

度⋯（間違えて）覚えたことが完全にインプットされてしまっていて、僕がここへ来て1回や2回指



導したって、そのときは頭で頷いてはいてもここ（口）がいうことをきかないんです。口が覚え

ちゃったものはね。そういうことで、毎年おくっていただくビデオで「今年はいい発音で歌ってく

ださっているな」という年が1回もございません。やっぱり何年か前に初めて伺ったときの発音の

ままです。音楽監督という立場を与えてもらった僕としてはそのほかのことに関してはいくらか力

になってるかな⋯と。でも歌詞のドイツ語に関してはね、あんまり言わないほうがいいのかな？そ

れは目をつぶるというか耳をふさいで、みなさんの5年10年の蓄積に任せて“ドイツ人が聞いてわ

からなくても日本人がわかりゃいいな”（笑）と。ドイツ人が聞いたらわかる部分とわからない部

分があって、わからない部分のほうが多いようで。

　 　

⋯⋯それで今日はひとつの提案を持ってきたんです。いつもは遅い時期に伺ってみなさんが凝り固

まってしまった発音で練習を繰り返しているときに僕がやってきて発音のことをやるとストレスが

かえって溜まってしまう。そんな時期に来るよりも、少しでも早い時期に来て、もう1度皆様が僕

が言う発音の諸注意に対して耳を傾けてくださるか、「ドイツ人が聞いてわからなくても日本人が

きいてわかればいいよ」のどちらか⋯ハラをわって意思表示をしてほしいと思います。今日作って

きたテキストは、僕が何年か伺って指導してきたことをひとまとめにしたもので、ややこしいこと

はありません。やるならば⋯やるならばです。

⋯⋯それでは男性、それも新人男性から力強い言葉をいただいたので、発音をしながら、少しは歌

を入れて練習をしていきましょう。


「第九」の合唱・パート発音の基本について（文責：長井
則文）

1)
長母音
a)
e
の長母音は
i
と
e
の中間音（閉口母音）

例：werden【262】,　wer【285】,　Seele【286】,　Erdenrund【288】,　wer's【289】,　Stehle【290】,

　Reben【314】,　gegeben【318】,　Cherub【319】,　steht【320】,　der【321,600,608・290:関

係代名詞】,　betreten【552】,　er【645】

b)
o
の長母音は唇をすぼめて暗いo
（閉口母音）

例：Mode【259】,　wo【263】,　Millionen【598】,　wohnen【646】

2)
変母音（ウムラウト）
a)
ü
は
i
と
u
の中間音（(「イ」＋「ユ」)／２→）ユゥ→ではない！

例：Brüder【262】,　Flügel【264】,　Küsse【313】,　Plüft【316】,　Elysium (Elü)【549】,　übe'rm

【612】,　über【650】,　stürzt【631】

b)
ö
は
o
と
e
の中間音

例：Schöner【544】,　Götter【545】,　Schöpfer【637】

3)
語尾→語幹のさばき

例：Streng geteilt【260】,　weinend sich【291】,　ward dem【317】

4)
「b」と「w」

例：binden, wieder【561,562】

5)
「h」と「f」

例：Heiligtum,　Flügel

6)
二重母音



例：Freude,　Flügel

7)
「au」

例：auch (ao気味に)【285】,　Laufet【411】,　Zauber【257】

8)
子音の立て方・長さ
例：Zauber,　Freude,　schöner,　Gott,　sanfter,　streng,　

　 　

★
257
【お話し】Buch
Stabe
これ練習番号というんです。“D”と書いてありますね。ドイツ人が

「Buch
Stabe
D」と言ったら「練習番号Dからですよ」ということです。僕がいまやっている位置

とみなさんがいる位置、本番のときは逆ですよね。ちょうどいい目線でなくて今は上を見なければ

いけない。発声上、高い声を出すときは下を見るといい。この話したことあるかな、僕の大学在学

中にね、学校の先生の教室の発表会があって、カメラで写真を撮ってもらったんですけど、カメラ

マンってピークのときにシャッター押すんですよ。高音のところとかね、口をものすごく開けてる

ときとか。もっと穏やかな顔のときに押してくれればいいのに。いい写真がないの。それは僕の発

声が悪かったんです。高音のときに僕は決まって上を向いていたんです。それは間違ってたんで

す。それは先生が指摘して気が付いたのではなくて自分自身が下を向いたほうが高い音がでると気

づいたんです。それはベルカント唱法で“ジラーレ”というのがあります。ジラーレというのはね

じ曲げるという意味なんです。逆に僕がやっていたのは“アッペルト”。アッペルトというのは開

くということです。ですから気持ちを感覚的にねじるようにしたら高い音が出たんです。今みなさ

んが立っているシチュエーションは、あまりよくない。上を向きがちだから。立ちましょう。は

い！この紙も見ててくださいね。【1)長母音のa)】「e」の長母音は「i」と「e」の中間音。短母音

のときは「エ」。これが長母音になると「「i」と「e」の中間音」。ちょっと訛って。田中角栄さ

んの新潟3区はこの発音が凄くいいんですよ。


　 　

♣
260
【streng
ge-teilt;
al-〜】
“al-”って高いから大変だけど、気持ちは“Brü-der,”【262】に持って

きて。“al-”のとこで終わらないで。


○
260
【streng
ge-teilt;
al-】
これは毎年言っていることです。もっと早く発音して。それは直前の

“de”が長すぎるんです。本番のテープを聴いても長い。“de”を短く“streng”を早めに発音。

⋯そうそう。12月まで覚えておいて（笑）。そうやればいいじゃない！ちゃんとビデオにそれを残

してよ（笑）。そして意味を。“厳しく”という意味です。

⋯⋯それと言葉のさばき、“streng
ge-teilt;”は“g”ウッと詰めることね。

★
260
【お話し】【“streng”の部分】これはフランス革命のことについて歌っていて、平民と貴族が厳

然としてあったのをフランス革命がそれを崩壊させた、それを賛美しているんですね。ドイツ人

が。ここの意味は“神よ、時流“Mode”が厳しく分けて“geteilt”しまったものを、あなたの魔

力が合わせてくれる”というような意味です。うちの学生はこういう本を使ってるんですけどね、



最後のほうに逐語約というのが書いてあるんです。だけど楽譜には書いてないでしょ。今度は9月6

日から第九の練習が始まるんですけども、その日までに逐語を楽譜に書き写せと言ってます。今、

みんな大意はわかるんです。でもなぜ“streng”が大事なのかということがわからない。それは逐

語がわかってないからです。ぜひ心ある方、お暇なときに暑い盛りでも書いておいてください。そ

んなに量は多くありませんから。本当はもっと長かったんです。ベートーベンがカットして短くし

て、こういうふうに集約してしまったんですから。【“al-”の部分】武満徹さんの合唱曲を歌った

経験のある方、いますか？今、僕は東京でアカペラ曲でそれをやってるんですけどね、いまの旋律

でほかのパートと同じ動きでもよさそうじゃないですか。これはベートーベンがそうしたかったん

です。それはオーケストラでオーボエとかでそれをさせると、その部分が生き生きした音になるん

です。テノールがオクターブ高く歌い出すことで鮮烈な印象になる。それは普通、人間の声に要求

することじゃなくて楽器に要求することんです。彼はその頃、完全に耳が聞こえませんからね。と

ころが武満先生は耳が聞こえているときに作曲した中で凄いのがあるの。“ドミファソーラソー”

とくれば“（上の）ド”に行きそうじゃないですか。それがオクターブ下の“ド”。つまり作曲者

がその音が欲しいんです。だから人間、歌う人はそれに応えないといけない。ここのテノールがそ

うなんです。


　 　

○
262
【wer-den Brü-der,】
“wer-den”正しく歌ってみてください。今、発音を稽古してもらった言葉が一

番高いでしょ。そこが音域的にはピークなんだけども、言葉で一番大事なのは“Brü-der,”。“兄弟

よ”というのが大事。⋯ドイツ人が泣いて喜ぶ。通じる！意味がわかって歌ってるふうに見える。

“wer-den”は助動詞なんですよ。“Brü-der,”は“兄弟よ”という呼びかけなんですよ。だから

“wer-den”が強くて“Brü-der,”を弱く歌ってるというのは意味がわかって歌ってないということ

です。今までのみなさんの演奏をドイツ人が聴いていたら、なんで助動詞の“wer-den”が大事な

の？と思ってしまうわけです。それが治るでしょうか!?⋯そう言ったら、心ある人、“Brü-der,”の

ところにアクセントでも付けたらどうでしょうか。あるいは“Brü-der,”のところまでcresc.を書い

てやる。どっちかです。7月（今日）にもそうなった。11月（次）もそうなった。そうすれば12月

（本番）もそうなるかもしれない。

⋯⋯“wer-den”長母音だから（「i」と「e」の中間音で）長くしてくださいね。

⋯⋯“wer-den”は長くなければ意味がないですよ。音は長いから“「i」と「e」の中間音”に

なったんですから。長くしないでその音では意味がない。

⋯⋯でも“Brü-der,”が大事なんですよ。

　 　

○
264
【Flü-gel weilt.】
“Flü-”は“ユゥ”じゃない。残念ながら毎年毎年みなさんのは“フリューゥゲル

バイルト”なんですよ。

⋯⋯僕が今、伸ばしている音は“「i」も「u」も両方”聞こえませんか？みなさんのは伸ばしてい



る間に“⋯ゥー”になっちゃう。きっかけは正しいんだけどね。これは後で出てくる“Küs-se”も

そう。どこまでいっても“ü”。


●
284
【Ja,〜】
私が書いた長母音、いくつやっていただいてますか？相対的にアルトの手があがらない

な。速すぎるのかな。どこ読んでるのかわからないのかな。はい、読みましょう。

○
284
【Ja,】
“Ja,”と言ってもらえますか。ここの摩擦がほしいんです。わざと“ジャー”と言ってみ

て。今度は単純に“ヤー”。それを合わせて。


　 　

◇
285
【Ja,
wer
auch
nur】
“アウフヌル”じゃありません。“フ”と思わないで“ホ”。これと同じ綴

りなんだけど、“ホ”。

♥
285
【Ja,
wer
auch
nur〜】
アルトで音がとれてない人がだいぶいるな⋯。ほら！歌ったらもう“ヤー

ベール”になった！

★
285
【お話し】僕は高田三郎先生（水の命、心の四季）のお嬢さんの旦那さん、トーマス・マイヤーさ

んという作曲家の先生なんですけども、この方は日本人以上に日本人なんですよ。28年間日本にい

らっしゃるんだけども、納豆が好きだしね、うちに飲みに来ると「焼酎か日本酒⋯」。ワインとか

ビールとか全然言わない。日本酒の飲み比べするのが大好きでね、その先生になんでこれが“ブー

フ”って言って片や“アウホ”って言うの？そうするとこういうことになると論理的じゃないんで

す。「もう習慣でしょ、わからない？」って。ちょうど観音様って書いてどうして“かんおんさ

ま”って言わないのかというのと一緒のようなものです。どうしてか説明できますか？うんと昔か

らの日本人がそういってるんで知らないですよね。やっぱりドイツ人もそうなんです。⋯で“アオ

ホ”、“オ”って前に来てるでしょ。“ブーフ”、ね。その前に来る母音が影響してるんです。

♡
286
【ei-ne
See-le_】
“ジーレ”か!?⋯ジーレはないね！入れ歯の具合、悪いな（笑）。仮名ふるん

だったら“ズィ”。

★
286
【お話し】あ、僕ねこの前、誕生日が来たんです。つい5日前。もう少しでみなさんの年に近づきま

すからね（笑）。追いついていきますからね。うちは65が定年なんですけども、あと1年。まだ気

力だけは。それと声はあまり衰えてないでしょ。もうちょっといけますね。

★
288
【お話し】“Er-den”日本語とまったく同じなんです。これは土地のことを言うんです。“rund”

というのは丸いということ。“Er-den
rund!”で地球という意味なんです。日本語の漢字とまった

く同じね。

　 　

○
290
【konnt,
der
steh-le】
“der”は冠詞のとき（英語の“The⋯”）と関係代名詞（“⋯what⋯”）

のときがあるんですよ。関係代名詞のときは長母音です。



♡
291
【wei-nend
sich
aus】
今、アルトの大半の人が“ヴァイネント
ジッヒ”と言っておられる。これ

は間違いではないんだけども、それをやると音がなめらかにならない。“ヴァイネン
ツィッヒ”

○
292
【die-sem
Bund.】
「この地球の中にいられないものは泣きながら去れ！」と言ってるんです。先

ほどの歌詞に「貴族と平民を分け隔てるものをひとつに」したじゃないですか。それにまだ貴族だ

よとか言ってる人は泣きながら去れと言っているわけです。そういうすごく力強いところなんで

す。

　 　

♦
313
【Küs-se gap sie〜】
ソプラノはかわいそうね。音が動くから、その動くときに“キュゥー⋯”って

なっちゃうんですね。2番目の音のときに“ゥ”ってならないようにね。

○
313
【Küs-se gap sie】
“「i」と「u」の中間音”で聞こえる？⋯あやしい。僕はマルあげられないな。

⋯⋯みなさん誤解しないで。“キュッセ”“セ”に入るとき“ッ”が入らなければ。“キューセ

ェ”じゃないですよ。“世を救う”じゃないんだから“接吻”という意味ですからね。

★
313
【お話し】僕の田舎は下関ですからね、油あげは“三角”なんですよ。こっちはどんな形？四

角？、あらぁ東京みたい！山口は三角なんですよ。おいなりさん作るとき半分切ると三角ずきんみ

たいになる。⋯（笑）いやいや、小さい頃からね「マルはあげられない。今日、あんたは油揚げ

だ」そうか、延岡にはそんな油揚げはないのか⋯。

○
314
【uns
und
Re-ben,】
“Re-ben,”“レー”ね。

○
317
【-lust
ward
dem】
“ward
dem”“バルッデム”⋯“バルツデム”と言ったつもりで。

　 　

○
319
【und
der
Che-rub】
ここは僕が何年きても直らない。“Che-rub”“キールプ”これ絶対“ケー

ルプ”って言ってるでしょ。“天使”ね。

★
319
【お話し】この天使からきたのがフィガロの結婚に出てくるケルビーノです。“ビーノ”というの

は縮小語尾といってその姿をかわいらしく表現したときに“ino”がつくんです。

○
322
【Che-rub】
みなさんのテープを聴いていると“ケー⋯”“キー⋯”です。

○
330
【Gott.】
“オーォット”⋯ためといてね。

○
411
【Lau-fet,】
“Lau-fet,”“ラオ⋯”

★
411
【お話し】時々NHKがBSで昔のヒットラーのビデオを流したりしていますが、僕が関心があるのは



ワーグナーの演奏とね切っても切り離せないこと。それはバイロイトで音楽祭をやってユダヤ民俗

と関わりあいがあったわけですけど、あの人の演説は舞台人ですよ。今、男性が“Lau”を前に出

すじゃないですか。これはステージ発音です。みなさんステージ人ですからね12月は。しかもオー

ケストラと一緒。ここはオーケストラのシンバルがジャンジャン鳴っててトルコマーチの凄いとこ

ろ。その打楽器と一緒に演奏するときに通常の発音だと届かない。だからなぜ前に出すかという

と、オーケストラの打点がポンとくるところで“Fre-”と
言ったんじゃ聞こえないです。その楽器

が始まる前に言ってしまわないと。楽器というのは憎たらしいぐらい大きな音です。たとえば200

人の合唱がトロンボーン1本でかき消されてしまうぐらい。

○
413
【eu-re_】
“eu-re_”“オーォイレーェ”。

○
417
【Held
zum_】
“Held
zum_”“ヘルツ
ツム”ね。

○
418
【Sie-gen,】
“Sie-gen,”“ｼﾞィーイゲン”。

　 　

○
424
【freu-dig,】
もっと前。僕がやってみるよ⋯だいぶ前でしょ！みなさんのは臆病だ。“Freu-de⋯

【543〜】”もまったく同じです。

○
431
【--gen!】
“Sie--”の延長上に“--gen!”。ギアをチェンジしない。“勝利”という意味です。

“zum”は前置詞toです。勝利にむかって。どういう勝利かというと、みんなを平等にしようとい

う⋯。

★
431
【お話し】ベートーベン、彼にも挫折があったんです。英雄というシンフォニーをつくったときに

ナポレオンが皇帝になっちゃったんです。ナポレオンに本当に捧げようとして書いたんですよ。で

も仕上がる前にナポレオンが皇帝になっちゃった。皇帝というのは皆が欲する欲望の頂点ですが、

下々のほうに気持ちが伝わらなくなった。フランスの領土を守るためにナポレオンは頑張っていた

のに、いつの間にかヨーロッパのいろんな土地を占領して歩くような欲望を持つようになった。そ

れでベートーベンは1ページ目を消して“ナポレオンに捧ぐ”を消して“ある英雄に捧ぐ”とした

んです。それが第三番の交響曲です。ちょっと耳がおかしくなりはじめた頃です。第九の頃には完

全に耳は聞こえませんからね、だからさっきみたいな“al---le【260：テノール】”書き方をして

いるわけです。

　 　

●
543
【Freu-de,〜】
今のみなさんは力の限り歌っている。でも冷静に歌ってください。fのところとffの

ところがあるんです。ちっとも効果的じゃない。オーケストレーションも変わるんですよ。

【566】にffって書いてあるでしょ。ここで倍増しましたか？もうその頃にはそろそろくたばりか



けてたんじゃ⋯（笑）。でもなかなかね、“Freu-de⋯”を80%で歌って566小節から100%になり

ますよって、難しい。やっぱり543小節が来たらオケにあおられて、指揮者が大振りすれば100%

になっちゃいますよね。だから僕はあえて「そこまで100%で歌ってもいいから、566小節から

150%にしなさい」って。だからそのきっかけの“al--”のところを150%にすればいいんです。そ

の後ずっと150%なんて到底無理だから。

⋯⋯そして発音も。“schö-ner”“Göt-ter-”“E-ly-si-”今年ぐらいちゃんとして。

⋯⋯ピアノの右手を見ると“パン・パン・パン・パン⋯”と切れてるじゃないですか。休符が入っ

てますね。オーケストラはそう弾くんですよ。でもコーラスはそう書いてないじゃないですか。だ

からドイツ人のマエストロ達は「レガート！」と。

○
543
【Freu-de,】
さっき言った理由で前に出てほしいんです。オーケストラがフルで出ますから、普通

に出たんじゃ“⋯オ⋯”しか聞こえないんです。

　 　 　

○
549
【ly-si-】
“「イ」と「ウ」の中間音”で伸ばしましょう。そして次は“「ジ」”ってならないよ

うに。“「ズィ」”。

○
595
【Seid
um-】
ここも“Seid”を前に出しましょうね。

○
596
【schlun-gen,
Mil】
スタッカートがかいてありますけども、“ボワ〜ンボワ〜ン”という感じで切

れないで。わかりますね？その度合い。

○
600
【Kuß der】
“der”は“「イ」と「エ」の中間音”と申し上げた。それが露骨だと“dir”に聞こえ

てしまう。

○
602
【Welt!】
“W”はちゃんと唇をかみましょう。

○
611
【Brü-der!】
“-der!”が遅れないように。




○
619
【Brü-der!】
“-der!”をへそが出たみたいにくっつけない。“Brü-der!”ですからね。そしてやめな

いで次に備えようね。

⋯⋯みなさんやっぱり“兄弟”という思いがないんですよ。

　 　

○
622
【zelt muß_】
男性の“muß_”はよく聞こえます。そのあとにバラバラに出てくる“muß_”があり

ますね。その“m”が全然弱い。もっと前から“m”を準備して、音が前にあってもここ（唇）を

弾く力強さがほしいんです。弾く瞬間が柔らいとなんにもならない。



○
631
【Ihr_  stürzt】
僕はdecresc.している時間が長いでしょ。みなさんはチョコっとしかやらない。

cresc.はいっぱいあるんだけども。ここはオーケストラも時間をかけるんです。十分decresc.して

ください。

　 　

○
632
【nie-der,】
そこに「Adagio
ma
non
troppo,
ma
divoto」とあります。“敬虔な”という、この

曲の中で唯一繊細なところです。そういうところで“-der,”が明るいと⋯（笑）。“nie-”のまま

に行くからいけないんです。

♧
634
【o-nen?】
無造作に“-nen?”の語尾のほうを大きくしないで。

　 　

○
635
【Ah-nest】
天地創造主の出現の“予感”がするか⋯みなさん、腰がひけていない。“Ah-nest”

の意味をご存じないから。cresc.は急激ではないように。

○
638
【Welt?】
“W”は唇を噛んでくださっていていいんですけど、弾いてはだめ。“ヴェー”。じっ

くり発音して。

○
646
【woh-nen,】
“woh-nen,”は“住んでいる”という意味ですからね。たとえスタッカートが付い

ていても“woh-”は明るくしない。

⋯⋯“woh-”が主人公で“-nen,”が家来。“50:50”にもならないように。引くテクニックを

持った合唱団はレベルが高い。たいがい食いちぎったように歌うんですよ。次の神秘的な和音に渡

す音ですから。

♧
652
【Ster--nen】
“Ste-”が低いんです。“e”と発音が変わることで音程が動いています。“星”と

いう意味ね。

　 　



♧
654
【woh--nen.】
ここは例外的にアッペルト。

○
654
【woh--nen.】
去年は地獄をみたような思いがしたんですけど⋯たしかに低いんだけど（笑）。

★
654
【お話し】駆け足でしたけども、かなりのことについてテキストの中にありますので、整理をな

さっておいてください。今度伺うのは10月の末です。そのときには終わりまでいきたいと思いま

す。今年のキャッチコピー“今年こそはドイツ人が聞いてわかるドイツ語で年末を迎えよう！”。

お疲れでした！


♦身の締まるすばらしい練習でし

た。

♦今日は自分でもびっくりするぐ

らいよく声が出ました！次はドイ

ツ語の発音をがんばるぞー！

(A.K.)

♦長井先生、ありがとうございま

した。(あゆっこ)

♦もっと早い時期（第九を歌いは

じめた頃）に長井先生のご指導を

受けたかったです。今日の発音の

指導は特に勉強になりました。今

年の第九は成果があがる

といいですね。

♦この時期に長井先生に

来ていただくのは大賛成

です！すごいです。自分

への気合いの入り方が違

うようです。ベテランだ

とおごることなく、頑張

ります。(セロ弾きのゴー

シュ)

♦長井先生の発音の指導

はわかりやすくて、大変

勉強になりましたが、今

回の練習がテープにでも

とっておけたらと思いま

した。その時はわかっても、すぐ

流れさってしまうから。

♦今日は微熱がありましたが、声

がきもちよくでました♪次回の長

井先生が来られるまでに発音をき

ちんと覚えて堂々とうたえるよう

に復習をしておきます。

♦久しぶりに歌ってみて声が⋯発

音がよく分かりました。次から練

習に役立てたいです。(スヌーピ

ー)

♦発音は深い！有意義な2時間で

した。(You-You)

♦ドイツ語の発音がなってないと

の長井先生のご指摘、本当に私も

耳が痛いです。(S.N.)

♦長井先生のご指導、さすがで

す。とてもわかりやすく楽しく、

大変勉強になります。一流の先生

に指導が受けられる“のべおか

「第九」”は幸せに思います。

♦柳田先生の発声練習、わかりや

すく楽しいです。いつも元気を頂

いています。そしてやっぱり長井

先生、とりわけ発音の基本につい

ての指導、とても心に響きまし

た。毎年の異ですが先生はすごい

です。

♦あいかわらず難しかった。がん

ばるぞー。

♦今回教えていただいた発音を12

月までに忘れないように気を付け

ていきます。「初心忘れるべから

ず」ですね。(おくまちゃん)

♦今年初めて練習に参加しまし

た。改めて初心に戻らなくてはと

思いました。長井先生のご指導も

すこぶる楽しくて出来る限り（仕

事の関係上）参加させていただき

ます。(夢子)

♦お久しぶりにお会いした長井先

生はお変わりなくとてもお元気

で、丁寧に丁寧に発音の基本をご

指導くださいました。充実した2

時間でした。ありがとうございま

した。(プンちゃん)

♦台風一過⋯ぐつついています

ね。長井先生のドイツ語のテキス

ト利用の発音、とてもわかりやす

く納得、納得です。あとはしみつ

いた誤った発音の矯正（身体の反

応）が大きな課題です。でも頑張

る!!(メダカのおばちゃん)

♦今日は台風が来てて、れんしゅ

うがあるのかと不安でした。やっ

ぱり台風にまけずに歌えたので、

“スッキリ”しました。(いちご

ちゃん)

♦長井先生の発音、と

てもよかったです。忘

れないように頑張りま

す。(櫻子)

♥先生の一言一言、胸

に響きます。そして何

よりも若者のメッセー

ジ、初心忘れるべから

ず。(Dynamite
Lady)

♥久しぶりの長井教授

のご指導に、ありがと

うございました。(チ

ーママ)

♥初の長井先生の指導

でした。前回出席でき

なかったので、少しわからない所

がありましたが、今日、習ったこ

とを12月まで続けたいと思いま

す。(あんり)

♥今年こそ発音をバッチリ。全て

きちんとやる!!!(おJi蔵さん)

♥今年は参加できないかなぁ⋯と

思っていたのですが、今日やって

きました。やっぱり第九はいいで

すね。

♥個人的な出来は別として、とて

も楽しい練習でした。発音とても

よくわかりました。あとは耳の問

題かな？

♥今日は改めて発音は難しいと感



じました。がんばります。

♥発音、むずかしいなあ！

♥発音の勉強になりました！

♥長い長いお休みでした。今から

また一年生になって頑張ります。

(ねずみバーバ)

♥今年は入会するのが遅くなって

しまいました。長井先生のご指導

を受け、初心に戻って頑張らなけ

ればと思います。(日向キルトマ

マ)

♥発声練習がとてもためになりま

した。(花子)

♥長井先生の指導を受け、つくづ

く第九のむつかしさを感じまし

た。「頑張ろう」

♥全体の発声練習（柳田先生）い

つもは出ない声が出ました。うれ

しい!!長井先生のご指導、発音の

基本をもう一度きちんとやり直さ

ないといけない。(ユーミン)

♥長井先生の発音の練習がまた初

心に戻ってはっきりでき、間違い

も訂正できて良かったです。忘れ

ないようにしたいです。なかなか

身に付かないものです。(Emily)

♥今回、初めての参加で長井先生

のご指導で何回やってもなおって

ないと言われて。理解はできるけ

ど歌っているとついつい“あっ”

と気づきます。頑張ります。

♥講習会のため遅刻いたしまし

た。土日は行事が重なり思うよう

に出席できませんでしたが、よう

やく練習に参加できそうです。よ

ろしくお願いいたします。頑張り

ます。(ヨッチン)

♥詩の意味を理解しつつ歌うこと

がどれほど大事かということが長

井先生のご指導でしみじみと感じ

た。

♥長井先生の久々のご指導に新鮮

な感じを受けました。ドイツ人の

発音に少しでも追いつきたいもの

です。(Hamu-Star)

♥二度の台風で心配しました。今

日の出席率はどうでしょうか。た

くさん来るといいですね。⋯終

わったあとを見て少し安心しまし

た。(チェリーちゃん)

♥長井先生のご指導で、また初心

にかえって頑張れます。

♥長井先生のきめ細かい発音のご

指導で、今までの自分の発音のま

ちがいがよくわかり大変良かった

と思います。

♥発音、難しいものですね。ウム

ラウトが特に⋯。帰ったら忘れな

いように復習します。

♥ドイツ人が聞いて分かる発音に

近づくように今日は長井先生の指

導を録音したので、テキストにも

記入してよく見て聞いてレッスン

しよう！(ドリーム)

♣長井先生の指導に恵まれ誠に幸

いです。

♣ドイツ語の発音、改めて難しい

と感じた。

♣今日は家族でキャンプ中。北浦

より練習に来ました。今回の長井

先生の発音指導は充実して良かっ

た。ただ言われるように自分も発

音しているつもりだが、良く聞い

ていると、聞こえる自分の声は

違っている。特にウムラウトの

音、むずかしい。

♣発音について再認識する。

♣漠然と意味がわかっているので

はなく、次の語が何という意味か

譜面に写すという宿題を学生へ

⋯。新しい本に小生もトライして

みようと思った。先生、台風にも

めげず延来。ありがとうございま

した。(ヒロー)

♣今日からまた初心にかえって練

習に取り組む。

♣2年お休みしました。久しぶり

に声を出します。(青草)

♣発音矯正なかなかです。でも集

中的に問題発音を指摘、指導して

くださったので、初心にかえって

練習します。(す)

♣台風接近の雨の中、昨日赤信号

待ちをしていたら、後ろからガク

ン!!九保大生運転の車がノーブレ

ーキで突っ込んできて、一瞬何が

起こったのかと。吐き気がし、今

日も頭が重くて気持ちに体がつい

ていけず残念。皆様共々気を付け

て！(タマ)

♣今日は門川で合唱部の練習をし

てきました。最近はコンクールが

近づいて来て忙しいです。「第

九」のほうもしっかりがんばりた

いと思いました。(大)

♣充実してよ〜い!!(K.C.)

♠7月にご指導いただいて良かっ

た。注意点（発音）は生が一番。

♠ドイツ人がわかる発音で歌お

う!!いい発音をしたい。(HK)

♠長井先生の指導で目がさめた。

(グリーンヒル)

♠久しぶりの声出しで声が割れて

しまいました。がんばります。

(Ｔ)

♠発音、発音！たかが⋯されど発

音。考えました。
(K.T.)

♠ウマクなったような気がす

る!?(がみchan)

♠長井先生のご指導はさすがによ

く分かるしありがたい。がんばら

ねば。(Ｑ生)

♠発音の大事さを再確認した。勉

強のし直しが必要。(Ｔ．Ｙ．)

●編集後記 次回は9月7日（土）19:00〜21:30

　本日の練習は当初予定されていないものでしたが、前回から1か月ぶりです。前回の長井先生の直接指
導、みなさんそれぞれ復習されているでしょうが、ここにビデオテープから整理して掲載しました。この内
容を12月まで頭の中に入れておきましょう。その前に間違ったキオクはリセット！【munenori@horita.jp】


